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８
月
５
日
、「
早
明
浦
ダ
ム
再
生
事
業
起
工
式
」
を
土

佐
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
高
知
県
土
佐
郡
土
佐

町
）
に
お
い
て
挙
行
し
ま
し
た
。起
工
式
に
は
、
国
会
議

員
、国
土
交
通
省
、県
知
事
、県
議
会
議
長
・
議
員
、共
同

事
業
者
、
関
係
機
関
、
施
工
者
、
地
元
小
中
学
生
等
及
び

水
資
源
機
構
の
関
係
者
を
合
わ
せ
約
百
八
十
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

金
尾
理
事
長
か
ら
は
主
催
者
挨
拶
と
し
て
、
関
係
者

の
皆
様
へ
の
感
謝
の
意
と
、工
事
中
、ダ
ム
貯
水
池
運
用

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
進
め
、
騒
音
対
策
や
安
全
対
策

な
ど
周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
極
力
軽
減
す
べ
く
、
丁
寧

な
施
工
を
心
が
け
、
地
域
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
よ

う
、
地
元
や
関
係
者
と
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
述
べ
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
に
引
き
続
き
、
来
賓
よ
り
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。高
知
県
の
濵
田
知
事
か
ら
は
、「
本
事
業

が
吉
野
川
流
域
の
皆
様
の
安
全
と
安
心
の
向
上
、地
域
の

生
活
基
盤
に
多
大
な
る
効

果
を
発
揮
さ
れ
、
良
好
な

生
活
環
境
の
確
保
に
大
い

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を

確
信
し
て
い
る
。四
国
の

発
展
の
礎
と
な
っ
た
早
明

浦
ダ
ム
の
歴
史
を
、
そ
こ

に
関
わ
っ
た
地
域
や
人
々

へ
の
感
謝
の
意
も
含
め

て
、
将
来
に
わ
た
っ
て

し
っ
か
り
と
語
り
継
い
で

い
き
た
い
。」と
ご
挨
拶
い

た
だ
き
ま
し
た
。香
川
県

の
池
田
知
事
か
ら
は
、「
香

川
県
に
と
っ
て
は
、生
活
、

産
業
の
全
て
に
お
い
て
、

早
明
浦
ダ
ム
の
水
な
し
で

■
早
明
浦
ダ
ム
再
生
事
業
の
概
要

　

早
明
浦
ダ
ム
再
生
事
業
は
、吉
野
川
の
洪
水
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、早

明
浦
ダ
ム
の
治
水
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
改
築
を
行
う
事
業
で
す
。利
水
容
量
か
ら
洪
水
調
節
容

量
へ
の
容
量
振
替
と
予
備
放
流
方
式
の
導
入
に
よ
り
、洪
水
調
節
容
量
を
１
、７
０
０
万
立
方
メ
ー
ト

ル
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、早
明
浦
ダ
ム
に
新
た
な
放
流
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
事
業
で
は
、
放
流
設
備
や
減
勢
工
の
設
計
、
施
工
計
画
の
検

討
、準
備
工
事
と
し
て
工
事
用
道
路
の
整
備
等
を
こ
れ
ま
で
実
施
し
、今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

■
工
事
の
本
格
化
に
合
わ
せ
た
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

現
在
、早
明
浦
ダ
ム
で
は
、敷
地
内
へ
の
一
般
の
方
の
立
ち
入
り
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
、本
格

的
な
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。工
事
現
場
の
様
子
は
、早
明
浦
ダ
ム
左
岸
側
よ
り
眺
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

今
後
、
地
元
自
治
体
等
と
連
携
・

協
力
し
、
高
知
県
嶺
北
地
域
に
お
け

る
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
企
画
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。観
光
資
源
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
再
生
事
業
に

よ
る
本
体
工
事
が
地
域
振
興
の
一
助

と
な
る
よ
う
、
普
段
は
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
ダ
ム
内
部
の
見
学
な
ど
、

非
日
常
の
体
験
を
工
事
の
進
捗
に
応

じ
て
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。詳

細
は
、
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
再
生
事
業
記
念
カ
ー
ド

　

機
構
が
実
施
す
る
初
の
大
規
模

な
ダ
ム
再
生
事
業
の
工
事
本
格
化

に
当
た
り
、再

生
事
業
記
念

カ
ー
ド
を「
道

の
駅
土
佐
さ

め
う
ら
」に
て

配
っ
て
お
り

ま
す
。

は
成
り
立
た
な
い
。水
源
地
域
の
方
々
へ
の
ご
恩
を
、
こ

れ
か
ら
も
後
世
の
時
代
に
引
き
継
い
で
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
。来
年
、
香
川
用
水
が
通
水
し
50
周
年
の
大
き

な
節
目
に
な
る
。香
川
用
水
の
歴
史
と
重
要
性
、そ
し
て
、

水
源
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
永
く
後
世
に
伝
え
る

た
め
に
、様
々
な
行
事
を
行
い
た
い
。」と
ご
挨
拶
い
た
だ

き
ま
し
た
。そ
し
て
、
事
業
概
要
を
説
明
後
、
工
事
施
工

者
代
表
か
ら
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、鍬
入
れ
式
と
く
す

玉
開
披
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
水
源
地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
常

に
持
ち
、関
係
す
る
皆
様
と
緊
密
に
連
携
し
、し
っ
か
り

と
安
全
対
策
、
環
境
対
策
を
執
り
つ
つ
的
確
な
進
捗
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
令
和
10
年
度
内
の
事
業
完
了

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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■早明浦ダム再生事業の内容
ダムからの補給方法を変更して、利水容量のうち700万㎥を洪水調節
容量に振り替えます。

容量の
振替

大雨が降りそうなとき、あらかじめ水を放流して水位を下げ、洪水に備
えます。

予備放流の
導入

容量の振替と予備放流を行うことで、ダムの水位が下がり、今のゲート
では適切な量の放流ができなくなるため、放流設備を増設します。

放流設備の
増設

堆砂容量1,700万㎥

死水容量1,000万㎥

利水容量
1億7,300万㎥

発電専用容量
2,600万㎥

洪水調節容量
9,000万㎥ 洪水調節容量

1億700万㎥

ゲート敷高
EL325.0m 予備放流水位

EL326.8m

◀容量の振替 700万㎥
◀予備放流 1,000万㎥

現　在 ダム再生事業後

発電専用容量
2,600万㎥
発電専用容量
2,600万㎥

堆砂容量1,700万㎥

死水容量1,000万㎥

利水容量
1億6,600万㎥

ゲ
ー
ト

ゲ
ー
ト

放流設備の増設放流設備の増設

■ダム再生事業の沿革
昭和40（1965）年度

昭和50（1975）年度

平成17（2005）年度

平成21（2009）年度

平成29（2017）年度

平成30（2018）年度

早明浦ダム建設事業に着手

早明浦ダム管理開始

吉野川水系河川整備基本方針 策定

吉野川水系河川整備計画 策定

吉野川水系河川整備計画 変更

吉野川水系における水資源開発基本計画（一部変更）

早明浦ダム再生事業に関する事業実施計画認可

早明浦ダム再生事業着手

早明浦ダム再生事業による洪水調節の効果について動画で分かりやすく紹介しております。

ご覧下さい
。
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